








  要胸:妊娠 28 週未満の preterm PROM に対する経腹的持続羊水補充療法の臨床的有用性

について、本法を施行した補充群(7 例)と，本法導入以前の非補充群( 6 例)とを

retrospective に比較検討した,破水時週数は両群間に差がなく,  7 日間以上の妊娠延長

例は補充群 6例(85.7%)，非補充群 1例(16.7%)と補充群が有意に多かった(p<0.05)．胎盤

の病理組織学所見上chorioamnionitis の頻度は両群間に差がなかった.新生児の肺低形成

は両群共に発生しておらず,RDS の発症率には両群間に差がなかった.新生児の血清 CRP 陽

性, IgM≧30mg/d1 の症例は補充群にはみられず,非補充群にそれぞれ 2 例(33.3%)認めら

れたものの有意差はなかった.非補充群では 3 例が未熟性,感染が原因で新生児死亡し,生

存児 3 例中 2 例が脳性麻庫となっているが,補充群では 1 例の死産を除く 6 例の生存児に

は現在のところ異常を認めていない.以上より経腹的持続羊水補充療法は妊娠 28 週未満の

preterm PROM に対して妊娠の延長および胎児の感染予防に有効な方法であると思ねれた.


